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研究成果の概要（和文）：　当初の我々の目的は、糖尿病網膜症をはじめとする眼内増殖性疾患治療に関する抗
血管内皮増殖因子（VEGF）薬に次ぐ治療法の開発であった。そのためにはそれらの病気の病態を解明させること
が必要である。我々は糖尿病黄斑浮腫に対する抗VEGF薬、ステロイドテノン嚢下注射、手術を行った場合のそれ
ぞれの網膜血流変化を観察した。また同じく眼内増殖性疾患である網膜中心静脈閉塞症（CRVO）に伴う黄斑浮腫
を抗VEGF薬で加療した際の血流変化を観察することで、それらの病態解明に努めた。
　それぞれ、国内外の学会で結果を報告し、CRVOに関しては論文にて報告するに至った。

研究成果の概要（英文）：Our initial objective was the development of a next-line treatment of 
anti-vascular endothelial growth factor (VEGF) drugs for the treatment of intraocular proliferative 
diseases including diabetic retinopathy. For this purpose it is necessary to clarify the pathology 
of these diseases. We observed the retinal blood flow changes against diabetic macular edema in 
anti-VEGF drugs, subcutaneous steroid injection and surgery, respectively. In addition, changes in 
blood flow were observed when macular edema associated with central retinal vein occlusion (CRVO), 
which is also an intraocular proliferative disease, was treated with an anti-VEGF drug.From these 
results, we tried to elucidate the pathology.
We reported the results at meeting both in Japan and abroad, and reported on the paper about CRVO.
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１．研究開始当初の背景 
我々は血管増殖性疾患である増殖糖尿病網
膜症の手術時に採取した硝子体、前房水、血
液中のコハク酸濃度を測定し、増殖糖尿病網
膜症の活動性とコハク酸の関与、コハク酸と
VEGF の間の何らかのフィードバック機構
の存在を示唆した。（Matsumoto M, Am J 
Ophthalmol 2012;153:896-902.）コハク酸な
ど、血管内皮増殖因子（VEGF）以外にも血
管増殖性疾患に関与する因子の存在が考え
られた。 
 
２．研究の目的 
抗血管内皮増殖因子（VEGF）療法に次ぐ血
管増殖性疾患の治療法を開発すること。 
 
３．研究の方法 
(1) 増殖糖尿病網膜症における硝子体中サ
イトカイン濃度の検討 
(2) 細胞レベルでの検討 
(3) 網膜組織培養下・動物レベルでの検討 
 
４．研究成果 
糖尿病網膜症の病態解明の目的で、糖尿病黄
斑浮腫に対する抗 VEGF 薬、ステロイドテノ
ン嚢下注射、手術で加療したもののそれぞれ
の網膜血流変化を検討した。 
また、糖尿病網膜症と同じく眼内増殖性疾患
である網膜中心静脈閉塞症においても同様
に抗 VEGF 薬にての網膜血流変化や薬剤間の
違いを検討した。 
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